
富山高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 地域経営特論
科目基礎情報
科目番号 0011 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 国際ビジネス学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教員配布資料、山﨑朗・鍋山徹(2018)『地域創生のプレミアム（付加価値）戦略』中央経済社．
担当教員 那須野 育大
到達目標
わが国の多くの地域が直面する厳しい現状や課題について、理解を深める。
地域を取り巻く課題の解決策について、自分なりの意見を持てるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 地域が直面する厳しい現状や課題
について、幅広く説明できる。

地域が直面する厳しい現状や課題
について、その一部を説明できる
。

地域が直面する厳しい現状や課題
について、説明できない。

評価項目2
地域を取り巻く課題の解決策につ
いて、自分なりの意見を十分に述
べられる。

地域を取り巻く課題の解決策につ
いて、自分なりの意見を不十分な
がらも述べられる。

地域を取り巻く課題の解決策につ
いて、自分なりの意見を述べられ
ない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

　本講の目的は、持続可能な地域経済社会構築に向けた地域経営や地方創生のあり方について考察することにある。
　現在、わが国の多くの地域は、人口減少や少子高齢化に直面し、地域産業の衰退、中心市街地の空洞化、中山間地域
の過疎化といった問題に直面している。こうした地域を取り巻く課題の解決策について、様々な視点から事例研究を交
えて考察する。
　なお、この科目は、自治体で官民連携に関する業務を担当していた教員が、その経験を活かし、経済を構成する「企
業・家計・政府」の幅広い観点から、講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法 　講義形式で行うが、視聴覚教材やグループワークを交えて実施する。

注意点 　定期試験60%、毎回提出する「授業のまとめ」（授業の要約・意見・感想を書いたもの）30%、グループワーク10%
　単位認定には、60点以上の評定が必要

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス、人口減少時代の地域政策（１） 「地域経営特論」の目的、地域経営を巡るマクロ・ミ
クロ状況について、理解できる。

2週 人口減少時代の地域政策（２） 伝統的国土計画の終焉について、理解できる。
3週 人口減少時代の地域政策（３） 地方分権改革と税財源再配分について、理解できる。

4週 人口減少時代の地域政策（４） 市町村合併と道州制実施による行財政基盤の整備につ
いて、理解できる。

5週 地域経営の現状と課題（１） 人口減少下における社会資本の整備と維持管理につい
て、理解できる。

6週 地域経営の現状と課題（２） 小売業の構造変化について、理解できる。

7週 地域経営の現状と課題（３） 地域産業とコミュニティビジネスについて、理解でき
る。

8週 地域経営の現状と課題（４） 農林水産業の活性化について、理解できる。

2ndQ

9週 地域経営の現状と課題（５） 市町村の総合計画について、理解できる。

10週 グループワーク（１） ある特定の研究テーマ（地域経営）について、情報収
集・調査できる。

11週 地域経営の事例研究（１）【文献購読】 地域創生のプレミアム（付加価値）戦略について、理
解できる。

12週 地域経営の事例研究（２）【文献購読】 地域創生のプレミアム（付加価値）戦略について、自
分の意見を述べられる。

13週 地域経営の事例研究（３）【視聴覚教材】 地域活性化の実践事例について、理解できる。

14週 グループワーク（２） ある特定の研究テーマ（地域経営）について、資料作
成・発表できる。

15週 期末試験 第１～１４回の学習内容
16週 成績確認 答案返却、解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 授業のまとめ グループワーク 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 30 10 0 0 0 100
基礎的能力 20 30 0 0 0 0 50
専門的能力 20 0 5 0 0 0 25
分野横断的能力 20 0 5 0 0 0 25


